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令和４年９月定例教育委員会会議録 

 日   時  令和４年９月１６日（金） 午後１時３０分～午後２時２０分 

 場   所  秦野市役所教育庁舎３階大会議室 

 出席委員 
教育長 佐藤 直樹  教育長職務代理者 飯田 文宏 

委 員 片山 惠一  委 員 牛田 洋史  委 員 小泉 裕子 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 原田 真智子 

文化スポーツ部長 宇佐美 高明 

教育総務課長 守屋 紀子 

学校教育課長 坂口 憲 

学校教育課担当課長 上條 秀香 

教職員課課長代理 関野 雅弘 

 

教育指導課長兼  

教育研究所長 丸野 研二 

生涯学習課長 水島 一葉 

図 書 館 長 山本 英範 

教育総務課課長代理 中村 武史 

教育総務課主事 栗飯原 里史 

 傍聴者  １名 

 会議次第 

  ９月定例教育委員会会議 
 

日 時 令和４年９月１６日（金）  

午後１時３０分        

場 所 秦野市役所教育庁舎３階大会議室  
 

次     第 

 

１ 開  会 

 

２ 会議録の承認 

 

３ 教育長報告及び提案 

(1) 令和４年１０月の開催行事等について                 

(2) 通学路の安全確保に関する取組について 

(3) 第３回いじめを考える児童生徒委員会について 

(4) 夏季休業中の教育研修事業の実施結果について 

(5) 第３回新規採用教職員研修会の実施結果について 

 (6) 企画展『鎌倉時代の秦野』について 

 (7) 令和４年度市民大学について 

 (8) 花音朗読コンサート２０２２について 
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４ 議  案 
(1) 議案第２２号 秦野市立図書館条例施行規則の一部を改正することにつ

いて 

 

５ 協議事項 

 (1) ほりかわ幼稚園のこども園化について 

 (2) 令和５年度秦野市立幼稚園教諭人事異動方針（案）について 

 (3) 令和５年度秦野市立小中学校県費負担教職員人事異動方針（案）

について 

 

６ その他 

 (1) 要望書について 

 

７ 閉  会 

 

 会議資料  別紙のとおり 

 

佐藤教育長 ただいまから９月定例教育委員会会議を開催させていただきま

す。お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

まず、会議録の承認につきまして、御意見、御質問等ございま

したらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 よろしいですか。 

なお、非公開案件については、御意見、御質問がある場合、会

議終了後、事務局に申し出をお願いします。 

よろしいでしょうか。 

それでは、特にないようですので、会議録を承認したいと思い

ます。 

次に、非公開案件の取り扱いにつきまして、５、協議事項の（１）

ほりかわ幼稚園のこども園化については、意思形成過程にあるた

め、また、５、協議事項の（２）令和５年度秦野市立幼稚園教諭

人事異動方針（案）について及び（３）令和５年度秦野市立小中

学校県費負担教職員人事異動方針（案）については、人事に関す

る案件のため、会議を非公開とさせていただきますが、よろしい

でしょうか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 よって、５の（１）（２）及び（３）は非公開とさせていただ

きます。 
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それでは、次第３、教育長報告及び提案についてをお願いしま

す。 

 教育部長 それでは、報告（１）令和４年１０月の開催行事等につきまし

て、私から報告いたします。資料No.１を御覧ください。 

まず、９月２４日～１０月２２日まで、毎週土曜日、５回にわ

たりまして、図書館において東海大学提携事業市民大学を開催い

たします。詳細につきましては、後ほど図書館長より説明いたし

ます。 

続きまして、１０月８日です。幼稚園・こども園の運動会を感

染対策を講じたうえで実施いたします。 

また、１０月８日～１２月２５日まで、企画展『鎌倉時代の秦

野』を開催します。詳細につきましては、後ほど生涯学習課長よ

り説明いたします。 

１０月１０日、図書館において花音朗読コンサート２０２２「岡

本かの子の世界」を開催いたします。詳細は、後ほど図書館長よ

り説明いたします。 

１０月１１日・２５日は、ブックスタート事業を実施いたしま

す。 

次に、１０月１４日ですが、定例教育委員会会議ですので、御

出席をお願いいたします。 

続きまして、１０月１５日～２９日にかけまして、小学校運動

会を感染対策を講じたうえで実施いたします。各校の実施日につ

きましては、裏面２ページに記載のとおりでございます。 

なお、８日に実施予定の幼稚園・こども園の運動会、小学校の

運動会ともに、昨年同様、来賓の御案内等は差し控えさせていた

だきますので、御了承願います。 

続きまして、資料に記載がなく大変申し訳ありません。先ほど

別紙でお配りいたしました令和４年度公民館まつり開催日程を御

覧ください。１０月１５日、大根公民館、１０月１６日、上公民

館、１０月２２日、北公民館で、それぞれ公民館まつりを開催す

る予定でございます。 

なお、１１月以降の日程も記載のとおり決まっておりますので、

御確認をよろしくお願いいたします。 

続きまして、２ページを御覧ください。１０月１６日～１１月

６日の毎週日曜日、４回にわたりまして、楽しい絵本とおはなし

の講座を図書館で開催し、読み聞かせを通して子どもたちに読書

の楽しさを伝えるボランティアを養成します。 

１０月１９日は、定例記者会見が予定されております。 
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最後に、１０月２９日ですが、はだの生涯学習講座⑥でござい

ます。今回は、小田原柑橘倶楽部で活動し、また、報徳二宮神社

宮司でもある草山明久氏をお招きし、「報徳仕法を用いた企業経

営」をテーマに、本町公民館におきまして講演会を開催いたしま

す。 

１０月の行事等の予定は以上でございます。 

 学校教育課長 続きまして、（２）通学路の安全確保に関する取組について、

御報告いたします。資料№２になりますので、御覧ください。 

通学路の安全対策につきましては、６月の定例教育委員会会議

の際に御意見をいただき、また、７月の総合教育会議においても

御報告しておりますけれども、懇話会の設置要綱やボランティア

制度の実施要領などを策定いたしましたので、改めて御報告させ

ていただくものです。 

資料№２の項番１、秦野市通学路安全対策推進懇話会について

を御覧ください。効果的な安全対策を計画的に推進するため、秦

野市通学路安全対策推進懇話会設置要綱を策定し、６月１７日か

ら施行しております。 

要綱につきましては、資料の一番後ろに添付しておりますので、

御覧いただければと思います。 

また、第１回の会議を７月２７日に開催いたしまして、整備要

望への対応の確認、合同点検実施箇所選定基準などのほか、この

後の項番２に記載しております通学路見守りサポーター事業の貸

与品の内容についても御意見をいただいております。 

続きまして、項番２、秦野市通学路見守りサポーター事業につ

いてを御覧ください。（１）の概要につきましては、協議の際に

御説明したとおりになりますけれども、（２）の申込方法につき

ましては、９月１日の広報はだのに掲載して受付を開始しており

ます。（３）の貸与物品につきましては、２ページに記載させて

いただいておりますけれども、ベスト、腕章、ネックストラップ

の３種類から希望するものを１つ選択していただくこととしてお

ります。白黒で印刷しておりますけれども、色は黄色とさせてい

ただきました。 

現在のところまだ申し込みがなく、しばらく様子を見た上で、

自治会への周知や学校への推薦依頼などを検討していくことも考

えております。 

（４）の今後の取組ですが、サポーターの登録があった場合に

は、該当する学校と情報を共有するとともに、登録者へのアンケ

ート調査や各学校へのヒアリングなどを実施することで事業の効
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果を検証していきたいと考えているところです。 

次ページ以降、見守りサポーター事業実施要領及び募集チラシ

を添付しておりますので、御覧ください。 

資料についての説明は以上となりますけれども、令和３年度及

び今年度の通学路整備要望について、簡単に御報告させていただ

きます。 

令和３年度は、千葉県八街市の事故を受けて安全点検を実施し

たこともあり、令和２年度７４件だった要望が１２６件に増加し

ました。このうち、令和３年度中に対応が完了したものが３５件、

今年度以降に対応予定のものは７２件、対応が困難なため、交通

安全指導等により安全確保に努めるとしたものが１９件という状

況になっております。 

また、今年度の整備要望につきましては、令和３年度に比べま

して３２件少ない９４件となっております。懇話会で御意見をい

ただいた合同点検の実施箇所選定基準に照らしまして、この９４

件のうち２０カ所につきまして合同点検の実施を終えているとこ

ろです。今後は、この結果等を踏まえて、専門的見地からの検討、

助言をいただくため、１０月に２回目の懇話会を実施した上で、

関係各課において来年度の予算要求に反映させることとしており

ます。 

報告は以上になります。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

私からは、（３）から（５）について御報告いたします。 

はじめに、（３）第３回いじめを考える児童生徒委員会につい

て、資料№３を御覧ください。 

今年度の第３回目となります委員会は、４月以降の新型感染症

の急激な拡大を受けまして、資料中段にもございますとおり、８

月１７日、堀川公民館を会場として２部制で行い、かつ時間を短

縮して開催しております。 

内容といたしましては、前回、中学校区ごとに協議した取組に

ついて、実践に向けたより詳細な話し合いを行っております。次

のページには、中学校区ごとの具体的な取組に向けた内容が記載

してございます。 

なお、第４回は、１１月６日、同じく堀川公民館で、この中学

校区ごとの活動、また各校の取組について発表を行いまして、地

域、保護者及び学校の代表者に出席いただき、さらに協議を深め

ていく予定になっております。 

続きまして、（４）夏季休業中の教育研修事業の実施結果につ

いて、資料№４を御覧ください。 
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１、ＩＣＴ活用研修会は、主体的、対話的で深い学びの実現と、

ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりを図るために、７月２１日

にオンラインで開催いたしました。ＩＣＴ機器については、現在、

社会的な背景から、慣れるという段階から日常的な活用を進める

段階に来ておりまして、そのために大切なことは、教師主導型授

業から学習者中心型授業に教師の授業観を変えていくことが重要

であるというような内容となっております。 

また、３、第４０回教育研究発表会では、それぞれの中学校区

をサテライト会場といたしまして、オンライン配信による開催と

いたしました。当日は、教育委員の皆さんにも参加いただきまし

た。感謝を申し上げます。 

内容といたしましては、教育研究所研究部会の３部会の発表と

ＩＣＴマイスターの活動内容の周知を図りました。研究部会の発

表に対して、東京大学大学院藤江教授から指導、助言をいただい

ているところでございます。 

小中一貫教育カリキュラム研究部会では、義務教育学校を見据

え、目指す子ども像や継続的なカリキュラムについての研究報告、

今年度立ち上げました、ふるさと科研究推進部員からは、はだの

検定や前田夕暮こども短歌大会等の位置づけ等も含めたカリキュ

ラムの編成に向けた今後の短期的な展望についての発表がござい

ました。また、小中一貫教育マネジメント推進研究部会では、昨

年度の中間発表を踏まえまして、施設一体型の義務教育学校を４

月に立ち上げる想定で、教室配置等に関する物理的なシミュレー

ションと教職員等の配置に係る人事的なシミュレーションを検討

し、当日は、参加者が実際に物理的シミュレーションを自分ごと

として体験する活動を実施しております。 

発表会の最後には、各中学校会場で園小中一貫教育やＩＣＴの

推進についてグループ協議を行っております。 

その他、環境教育の研修講座、教職経験４年次研修につきまし

ては、資料を御確認いただければと思います。 

続きまして、（５）第３回新規採用教職員研修会の実施結果に

ついて、資料№５を御覧ください。 

今年度の新規採用者４２名を対象といたしまして、当初の予定

では、野外炊事を含みまして、１日目を表丹沢野外センター、２

日目を堀川公民館での研修の予定でしたが、新型感染者の急拡大

を受けまして、野外炊事を見合せ、２日間とも堀川公民館での研

修に変更し開催いたしております。 

１日目、（２）のところにございます研修１では、「新たな学
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びプロジェクト」といたしまして、本市における学力向上、授業

力向上に関する各種取組について、また、（３）の研修２では、

「チャレンジ・ザ・アワード」と題しまして、ふるさと秦野を愛

する子どもを育むことを目的としております、はだのっ子アワー

ド事業について、新規採用者にふるさと秦野検定を実際に受検し

てもらう、そういった体験も含めた研修を行っております。その

後、グループでの協議に続きまして、教育長より「思考の柔軟性

と広い視野」をテーマに、学び方を教えること、学ぶ意欲を引き

出すこと、こういった重要性、また秦野のよさを知ることが子ど

もの自信につながるということなど、御講話をいただいておりま

す。 

２日目でございます。（１）にもございますが、伊勢原市で小

学校校長や社会教育委員の経験をお持ちの原康氏を講師にお招き

しまして、「言語活動を生かした国語学習について」の研修を行

っております。御自身が学級担任をされていた当時の手書きの学

級通信、また授業のプリントなどをお持ちいただきまして、熱意

を持って語られていた姿が大変印象に残っております。 

また、はだの歴史博物館に場所を移しまして、生涯学習課にも

御協力いただき地域学習を行いました。館内では遺跡のレプリカ

や当時の生活様式に触れる活動、復元古墳では最大の１号墳につ

いてクイズ形式で学ぶことができております。 

その後、堀川公民館に戻りまして、国立病院機構神奈川病院渡

邊博子氏を講師といたしましたアレルギー対応研修会を行ってお

ります。トレーニング用のエピペンを使いまして、動作の順序を

確認すること、また、希望者が実際に薬剤の入ったエピペンをプ

ラスチックのコップに実際打ってみる、そういった体験的な実習

も行わせていただいております。 

最後に、教育部長より２日間の研修会を総括していただき、こ

れからの秦野市の教育を担っていく先生方に対して熱い激励をい

ただいております。さまざまな制約のあった研修会ではございま

したが、グループ協議等を通してそれぞれの思いが共有でき、実

りの多い研修会となりました。 

なお、新規採用者の感想は次のページで抜粋しておりますので、

御参照いただければと思います。 

以上です。 

 生涯学習課長 それでは、私からは（６）はだの歴史博物館の企画展『鎌倉時

代の秦野』について報告いたします。資料№６を御覧ください。 

現在放送中のＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」では、源実
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朝が登場しまして、武士同士の権力争いによる駆け引きが展開さ

れ盛り上がっているところでございます。 

はだの歴史博物館では、ドラマで放送されている時代の秦野の

様子、登場人物と秦野のかかわり、それらを「吾妻鏡」などから

パネルで解説いたします。あわせて、鎌倉時代と推定される館の

跡やそこから発見されたものなど、東田原中丸遺跡の資料も展示

いたします。 

会期は、１０月８日土曜日から１２月２５日日曜日まで、場所

は、はだの歴史博物館の第二企画展示室です。 

なお、今月３日土曜日にミュージアムさくら塾「吾妻鏡」を読

むを開催しておりますが、その際、報徳博物館の学芸員である飯

森富夫先生に「吾妻鏡」の成り立ちなどを大変わかりやすく御講

演いただきました。当日の講演の内容を秦野市の公式ユーチュー

ブモーピクで公開しておりますので、よろしければぜひ御覧くだ

さい。 

私からは以上です。 

 図書館長 図書館から、報告（７）及び（８）について報告します。 

まず、報告（７）令和４年度市民大学について、資料№７を御

覧ください。 

市民文化の向上を目指し、生涯学習の機会を提供するため、東

海大学との提携事業により、同大学の先生を講師に招き専門的な

講座を開催する市民大学ですが、今年の講義１は、今もありまし

たが、ＮＨＫの大河ドラマにちなみ、『治承・寿永の内乱と鎌倉

幕府の成立―「源平の争乱」の実態と意義を考える―』をテーマ

に、文学部歴史学科の三田教授に、また、講義２では、『萬葉集

の世界２１ 巻四を読む―待つ女―』をテーマに、文学部日本文

学科の志水教授にお願いしております。両講義とも全５回で、い

ずれも９月２４日から１０月２２日までの毎週土曜日の午後に、

それぞれ９０分間の講義となります。 

９月１日から募集を開始しておりまして、それぞれ定員５０名

に対しまして、昨日の時点で、講義１は４０名、講義２は２８名

の応募をいただいている状況です。 

続いて、報告（８）花音朗読コンサート２０２２について、資

料№８を御覧ください。 

平成２０年から開催し、今年で１５回目となる花音朗読コンサ

ートを１０月１０日、スポーツの日に図書館視聴覚室で開催いた

します。今年のテーマは「岡本かの子の世界」です。神奈川ゆか

りの女流作家であり、その生涯にわたり強い個性を放ち、ひたむ
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きに生きた岡本かの子の魅力を音楽と朗読で御紹介いたします。

こちらは、現在１７名の申し込みをいただいている状況です。 

以上です。 

佐藤教育長 報告が終わりました。 

それでは、教育長報告及び提案に対する御意見、御質問をお伺

いいたします。いかがでしょうか。 

飯田委員 それでは、資料№２についてお聞きしたいのですが、９月１日

から見守りサポーター事業の受け付けが始まっているということ

ですが、子どもたちの登校時間は大体みんな一緒だと思うのです

けれども、下校時間が、学年とか、それぞれ曜日によって違うと

思うのですが、登録していただいた方に、そういった帰りの時間

を何かでお知らせするようなことはされるのか、お聞きしたいで

す。 

 学校教育課長 特に帰りの時間につきましては、今おっしゃられたとおり、学

校ごと学年ごとに多少ばらつきが出ると思います。今のところ応

募がないという状況の中で、応募された方が、活動の時間が午後

にもということであれば、そのあたりを学校とも調整しながら、

どのようにお伝えするか、またお伝えできるのかどうかというこ

とを判断していきたいと考えております。 

佐藤教育長 よろしいですか。 

ほかにいかがでしょうか。 

片山委員 今のお話の続きですけれども、応募がないということですが、

今こういうものをやると人が集まりますよというお話があってや

られたことだと思うのですが、私がこれをするのだったら、登録

をしたり、何か着たりするのが面倒くさいなという気もちょっと

あったのですが、そういうところが障害になっているところはな

いのでしょうか。 

 学校教育課長 確かに、登録をしていただくという手間が発生しますので、面

倒だとお考えいただく方もいらっしゃるかもしれません。ただ、

こちらとしましても、実際どれぐらい応募していただけるかとい

うのは、正直、それほど確固たる見込みがあったわけではないの

ですけれども、市民の方の力、地域の方の力を借りて安全を確保

していきたいという中で作った制度でございますので、先ほど申

し上げたとおり、このまましばらく応募がなかなかないようであ

れば、何とか応募していただけるような形で、周知をもっと積極

的にしていくような形を考えていくことになるかとは思っており

ます。 

ただ、やはり御登録はしていただかないと、学校のほうも安心



 10 

してお任せできないということがあると思いますから、そこの手

間だけはどうしても担保してまいりたいというところがありま

す。ただ、紙でも結構ですしオンラインでも結構ですというよう

なことで募集はかけております。 

以上です。 

佐藤教育長 よろしいですか。 

小泉委員 今の御意見とダブるところはあるのですけれども、広報のほう

に９月１日に募集がありまして、「登録・審査あり」というとこ

ろがあったのです。私も、もし一般の立場で見守りサポーターを

してもいいかと思うのですけれども、登録・審査あり、登録まで

はいいのですが、審査ありとなるとちょっと考えてしまうところ

もあるのかな。もう少し詳しい内容がわかっていればですけれど

も、ちょっと軽い気持ちでは、お子さんの命を守るとかお子さん

の登下校の見守りということで、そんなに安易には考えられない

のですが、その辺でちょっと敷居が高くなってしまうところもあ

るのかなという感じがします。 

たくさんの方に応募していただいて、いろいろな場所で活躍し

ていただけるといいのですけれども、何かそのような感じが個人

的にはしました。 

佐藤教育長 事業開始して初めての試みです。今、それぞれの委員からいろ

いろ御意見をいただきましたので、またそういった意見も踏まえ

ながらより良いものにと思っています。 

よろしいですか。 

ほかはいかがでしょうか。 

牛田委員 私も関連なのですが、この見守りサポーター事業ですが、取組

として、発想としてもとても良いことだと思います。ただ、もう

少し応募者があるのかなと期待したのですが、今のところはまだ

応募者なしということで、例えばＰＴＡ連絡協議会とか、あるい

は自治会の回覧を通してとか、もう少しお知らせすると、心動か

されて応募される方がいらっしゃるかなというような感想を持っ

ています。 

また、先ほど飯田委員が言われた下校時の時間等を知らせるか

ということですけれども、もし登録があった場合には、学校だよ

り等、お手紙か何かでお知らせしてあげるといいかなと思ってい

ます。 

それと、こういったボランティアは、学校への全体的なボラン

ティア活動というか、例えば生け花であるとか、いろいろな形で

サポートしていただくようなボランティア登録を過去にもいろい
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ろな学校でされているのだけれども、登録していただくこと自体

はありがたいことですが、その後、事務局も登録者も音信不通に

なってしまって、制度そのものがだんだん劣化していくようなこ

とも心配されるのですね。 

そういった意味においては、先ほど学校教育課長から紹介があ

った、今後の取組ということで、登録者情報の共有とか、あるい

は制度運用の成果、評価ということで、一定期間後にアンケート

形式でできる感想等を回答してもらうようなことも考えたりする

とのことなので、とても良い取組だと思っています。 

多くの方々の賛同が得られてうまく軌道に乗るように期待した

いと思います。 

佐藤教育長 御意見ということでよろしいですか。 

牛田委員 意見です。 

佐藤教育長 ほかはいかがでしょうか。 

片山委員 資料№３ですけれども、中学校区ごとにいろいろなことを考え

るのだなと感心していたのですが、この中で、東中学校の中で「ハ

ッピーフレンドタイムの様子を東チューブで配信」とあるのです

が、この配信というのはほかの中学校区にもある、できることな

のでしょうか。もしできるのであればこれを利用する、例えば本

町の「ダンスを踊る」などというのは、かなり盛り上がって、い

ろいろ周知できるのかなという気がしたのですが。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

この動画に関しましては、東中学校で東チューブというユーチ

ューブの動画のアカウントを持っております。そこに一緒に踊っ

ているものをアップするというような企画になっております。 

以上です。 

佐藤教育長 実証実験校でいち早くタブレットを活用した取組をやってくれ

て、実証実験校が渋沢小学校と東中学校ですが、その最初の取組

で、若い先生方が動画配信を、臨時休業になった時期があって、

そのころにそういう試みをやったと。それを今でも活用している

ということです。 

ほかの学校では今のところないですけれども、先ほど生涯学習

課長が言ってくれたモーピクに関しては、幼稚園がいろいろな手

遊び歌を動画配信していますので、個人情報の絡みがクリアでき

れば、各学校から御相談があれば、多分配信できるようにはなっ

ております。 

よろしいですか。 

ほかはいかがでしょうか。 

小泉委員 同じく資料№３ですけれども、いじめを考える児童生徒委員会
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が小中連携した取組となってきているのかなという思いがしまし

た。第４回委員会に向けて、各学校区のアイデアが実践できるよ

うになってという、いじめについて学校全体で取り組んだり考え

たりできる時間となることが、とても意義深いことだなと思いま

す。 

また、以前だと、私たちで考えると、掲示するのにポスターあ

たりをすぐ考えるのですけれども、協議内容というところを見て

いくと、今の子どもたちは、動画を有効に使って発信する力が育

ってきているのかなと思いました。何校か動画というか東チュー

ブとかが出ておりますので、これもＩＣＴ教育がいろいろな面で

定着しつつある方向の一つとなっているのかなという感じがしま

した。 

佐藤教育長 ありがとうございます。 

ほかはいかがでしょうか。 

飯田委員 資料№１の中の小学校運動会の日程を見たのですけれども、南

小学校が２６日、平日、水曜日に開催されるということですが、

これは何か理由がというか、学校の事情で平日に開催されるとい

うことですか。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

例年休日に行われております。ですが、まず１つは、学校の規

模がほかの学校と非常に違いまして、今年度の実施に関しまして

は、午前中と午後にそれぞれ分けて実施をするということで、午

前中に１・２・３年生、午後に４・５・６年生を実施するという

ことで、昼食を挟んで午前の部、午後の部を入れ替えるという形

になっているようです。 

そうなりますと、当然昼食を持ってきてという形になるのです

が、お弁当をつくる保護者の負担を考えまして、休日に実施する

のではなく、給食を挟んだ形で平日に実施するような形をとって

いると聞いております。 

佐藤教育長 ちょっと補足しますと、補足というかこれは質問なのですけれ

ども、そうするとこれは、２９日の学校は、みんな午前中で終わ

りますということなのかな。そういうわけではないですか。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

丸１日、通常どおり実施するという状況は、こちらのほうでは

確認がとれていません。恐らく、場合によってはお弁当持ちで午

後までかかるところもあるかもしれないですが、そこは学校の規

模によって、または種目の内容によって対応していると思います。 

佐藤教育長 そうすると２６日は給食も食べないと。 

 学校教育課担当課長 

 

平日ですので給食の提供は当然ございます。ですので、間に給

食を食べていただいて、低学年の方は午前中で給食を食べる、高
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 学年の方は、給食を食べてから午後の部で運動会をするという形

です。 

佐藤教育長 はい、わかりました。 

飯田委員、よろしいですか。 

飯田委員 はい。 

佐藤教育長 学校規模が一番大きいというのもあると思います。 

ほかはいかがでしょうか。 

片山委員 資料№４ですけれども、ＩＣＴマイスターに関して、こども園

の方から御意見が寄せられて、これを読むと、あまり幼稚園、保

育園、こども園はＩＣＴ化が進んでいないのだろうという気がす

るのですが、この前、痛ましい事故もありましたので、ＩＣＴを

利用して在校管理ではないけれども、どういう状態に子どもが来

ているのか、来ていないのかが把握できるようなことはＩＣＴで

できると思いますので、このＩＣＴ化を、例えばＩＣＴマイスタ

ーだっていないと思いますので、幼稚園、こども園に関してはど

ういうポイントでやっていくのかを教えていただければと思いま

す。 

 教育総務課長 こども園につきましては、昨年度からＩＣＴ化に取り組んでお

りまして、出席の報告なども各担任が持っている携帯に連絡が来

るような形で出席管理が行われております。 

幼稚園につきましては、一斉の登園で、時間も一緒ですし、人

数も少ないというところがありますので、出席に関するアプリま

では使っておりませんが、オンラインで研修ができたりというよ

うなＷｉ-Ｆｉ環境につきましては、今年度整えているというよう

なことになっております。 

また、幼稚園につきましては、園務の軽減というところを狙い

まして、今、園長会などで、どうしたら園務の削減ができるかと

いう検討を行っております。そうした中でＩＣＴを活用していく

ということも提案いただいて、総務課のほうで検討し、予算化し

ていくというようなことで考えております。 

佐藤教育長 小中学校のほうは、出欠席のほうで動きがあったと聞いている

のですけれども、教職員課のほうで何かお話できますか。 

 教職員課課長代理 ウェブ機能を利用しましたフォームをつくりまして、保護者が

朝の欠席連絡というところで、御自身のスマホ等を使って電話を

入れるということではなくて連絡ができるような機能を順次、導

入しております。今後、全校で導入できるようにということで、

今推進を図っております。 

佐藤教育長 小中学校は、電話で保護者が連絡するのではなくて、自分のス
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マホから連絡をし、先生方がそれを一括管理できるように今しつ

つあるということでいいですね。はい、ありがとうございました。 

ほかはいかがでしょうか。 

小泉委員 感想になってしまうかもしれませんけれども、第４０回の教育

研究発表会に参加させていただき、先生方の先を見据えた生き生

きとした発表に刺激を受けました。「イチオシ！秦野学びプロジ

ェクト」、少し砕けた感じのテーマかなとも思ったのですけれど

も、とても元気が出るし前向きになれるテーマかと思いました。

「わくわくした」という感想がありましたが、どの発表も具体性

があり、自分でやってみたいと思えるような研究内容だったと思

います。 

園小接続カリキュラム、ＩＣＴ活用、小中一貫教育マネジメン

ト、ふるさと科等、いろいろありましたけれども、ＩＣＴマイス

ターの発表の中に、「やってみよう」「ゆとり」「シェア」「教

師力アップ」という言葉がありました。これが秦野市の先生方全

員に浸透していくことをお願いします。 

佐藤教育長 ありがとうございました。 

４０回の記念大会ということで、大学の先生にも御指導いただ

いて、若い先生方を中心に頑張ってくれたのではないかと思って

います。ありがとうございました。 

ほかにいかがでしょうか。 

牛田委員 私も感想になるのですが、夏季休業中の各種研修会、お疲れさ

までした。とても充実した研修会で大変良いと思います。 

今、小泉委員からも第４０回教育研究発表会の感想について触

れられていましたけれども、私も２つほど触れてみたいと思うの

ですが、１つは、園小接続カリキュラム研究部会の感想です。３

ページですが、一番下のポツに「民間から６割、公立から４割の

現状で、民間の園の先生と共に研究会を一緒に取り組んでいると

ころが素晴らしいと思う」、こういったコメント、そして、１ペ

ージ目の４行目ですが、「今年度は１６園の民間園教職員の参加

があり、昨年度の４園に比べ民間園も含め多くの先生方の参加が

ありました」ということが紹介されています。 

これを読んでみますと、公私の隔たりがない幼児教育の推進を

なす秦野市の取組、こういったことが少しずつ浸透してきている

のかなということを感じました。 

それから、２つ目ですが、４ページの各会場にてグループ討議

についてというところですが、これは、今、小泉委員からもお話

がありましたけれども、非常にうれしくなるような感想が寄せら
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れました。２行目の「教育が具体的な姿で変わってきたことが実

感できた」、これはすごいですね。「現状に納得するだけでなく、

変革に主体的に関わっていける自分でありたいと思った」と、前

向きなすばらしい感想が寄せられて、思わずうれしくなりました。 

それと、次のポツの最後のほうの南が丘中学校区ですが、「今

後の秦野の教育について更に考えを深めていきたい」とか、一番

最後のところの下から４行目ですが、「小学校・中学校の観点か

らそれぞれ見ると違うメリット・デメリットがあり興味深かった。

園から小、小から中への接続が、園小で培ってきたものが発揮で

きるように連携していけるようにしたい」、こういった参加者の

声に、何か秦野教育の未来に一定の光が差し込んでくるような、

そんな意味があるような言葉を寄せてくれたこと、私も本当にう

れしく思います。こういった先生方の成長と活躍をしっかり後押

しして、将来の秦野の教育を担う優秀な人材のこれからの活躍を

期待したいと思います。 

お疲れさまでした。感想です。 

佐藤教育長 指導主事も若返っていますけれども、一生懸命やってくれてい

ますので、所長からまた、今の御意見をお伝えいただいて。 

ほかはいかがでしょうか。 

片山委員 資料№５で原先生の研修、御自身がつくられた学級通信等を使

って何か講義をされたのかちょっと、具体的にワークショップと

いうのは、どのようなことをなされたのか、おわかりでしたら教

えていただきたいです。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

実は、結論から申しますと、ワークショップまで講義が行き着

かなかったというのが現状です。そもそもコロナの急拡大になる

前に打ち合わせをしておりまして、ワークショップまで実施する

予定だったのですが、場合によっては時間の短縮でワークショッ

プまでたどり着かない可能性があるということで、一応掲載させ

ていただいたのですが、結果的には、そこまでたどり着かなかっ

たというのが実情でございます。 

片山委員 わかりました。 

ここに書かれていますように、国語が学習の基礎ということで、

私もそうだと思いますので、具体的にいろいろ伺って、知りたい

と思います。ありがとうございます。 

佐藤教育長 思いがすごく強くて、ほとばしる情熱でお話をいただいたので、

そこまでたどり着かなかった、残念でした。 

ほかはよろしいですか。 

小泉委員 同じく資料№５ですけれども、新採用の先生方、２日間の連続 
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研修で、同期の方と秦野の教育についてさまざまな学びができよ

かったかと思うのですが、今回、エピペンの使い方やアレルギー

対応研修も行われていて、あとＡＥＤの使い方なども含め子ども

たちの命にかかわる研修も大事だなと感じました。どうしてもそ

れ以外の教科等のほうに目が向いてしまうのですけれども、本当

にアレルギーのお子さん方にいち早く対応できるには、実際に見

てみたり、やってみたりしたことでなければうまくいかないと思

うので、とても良い研修だなと思いました。 

佐藤教育長 それでは、次に行かせていただいてもよろしいですか。 

４、議案に入りたいと思います。 

議案第２２号「秦野市立図書館条例施行規則の一部を改正する

ことについて」の説明をお願いします。 

 図書館長 それでは、図書館から、議案第２２号「秦野市立図書館条例施

行規則の一部を改正することについて」を御説明いたします。 

１枚おめくりいただきまして、秦野市立図書館条例施行規則の

一部を改正する規則を御覧ください。内容につきましては、前回

の教育委員会会議において協議事項で出させていただきました

が、電子図書館の運用を来月１０月１日から開始するに当たりま

して、利用資格や貸出冊数及び貸出期間について規定するもので

す。 

まず、電子書籍の利用資格ですが、秦野市内在住・在勤・在学

の方としまして、広域利用という形で秦野市立図書館の図書を利

用されている方については、適用除外としております。 

次に、電子書籍の貸出冊数の上限は、紙の本とは別に３冊まで

としまして、期間については、紙の本と同様２週間までとしてい

ます。 

施行は、本年１０月１日からになります。 

説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

佐藤教育長 説明が終わりました。 

御意見、御質問等ございますでしょうか。 

―特になし― 

佐藤教育長 よろしいですか。 

それでは、議案第２２号につきまして、原案のとおり可決する

ことに御異議ございませんか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 よって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

それでは次に、６、その他に入ります。 

（１）要望書についての説明をお願いいたします。 
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 教育総務課長 要望書について御説明いたします。その他１と書かれた資料を

御覧ください。 

本年８月３１日付で新日本婦人の会秦野支部より、安倍元首相

の国葬に際し、学校、教職員に対し弔意の表明を強制しないこと

を求める要望書が提出されております。 

説明は以上となります。 

佐藤教育長 説明はありましたが、いかがでしょうか。 

―特になし― 

佐藤教育長 よろしいですか。 

特にないようでございますが、では、この件はこれで。 

その他の案件ございますか。 

―特になし― 

佐藤教育長 それでは、会議を非公開とする前に、次回の日程調整をお願い

します。 

 事務局 次回の定例教育委員会会議を１０月１４日金曜日、午後１時 

３０分から、こちらの会場で予定しておりますので、よろしくお

願いいたします。 

事務局からは以上となります。 

佐藤教育長 日程の確保をよろしくお願いいたします。 

それでは、ただいまから会議を非公開といたします。関係者以

外の方々の退席をお願いしたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

―関係者以外退席― 

 


